
ちいさき花 ４月号 
皆様、ご入園・ご進級おめでとうございます 

新年度が始まりました。多くの人が新しい生活に期待を抱きつつ、幾許か不安も感じながらも、新しい生活に一歩を踏み出す

季節です。特に先行きの読めない新型コロナ禍の続く中、保護者の方々におかれましては、大切なお子様のために心を砕かれる

日々とお察しいたします。その最中、新園長として着任します上には、教職員と共になんとしても皆様のご期待に応え、ご不安

を少しでも和らげることができるよう努力する所存です。 

さて、日々のニュースに接していると、まるで世界がバラバラになっていくかのような印象を受けます。21 世紀になって早

くも約 20 年、新興国は経済発展し、人の移動や物の流れも増え、ネットで注文すればすぐに諸外国からも届くようになり、他

国はより近く、世界は狭くなってきたところに、今回の新型コロナの世界的流行で分断が生じています。国内でも行事や外出を

自粛するように要請され、人の移動や感染予防のためのマナーに関するトラブルなども起きています。 

不安の中で科学的観点からできることをするのは大切なことです。しかし、不安や恐れから人間関係や社会さえも破壊してし

まう時、それは何か大切なものを見失ってしまっていると言えるでしょう。キリスト教に基づくカトリック教育とは、宗教的な

背景を持つためよく誤解されますが、科学的な意見を軽視しません。科学的方法を大切にしつつ、そのために人間(人格)を軽視

してはならないという信念を持っています。その為の三本柱が「誠実(信仰)」「希望」「愛」であり、それによって生まれる「連

帯」です。それは新型コロナの特効薬にはならないでしょうが、それに際して人間の内に生まれる疑心暗鬼や不安、憎悪や差別

への特効薬です。 

どうか、お子様も保護者の皆様も含めた私達の新しい一年間が、人間的な成長に満ちたものでありますように。                

  学校法人広島信望愛学園  聖園幼稚園園長  猪口 大記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           

 

       

 

  

 







 

 

 

 

 

 

 

 


